
　野球を始めたのは小学1年生の時。
野球部だった兄についていったのが
きっかけでした。高校野球を引退した
夏、テレビで見た「都市対抗野球※1」の
決勝のレベルの高さに、「アマチュア
最高峰の舞台で勝負したい」と思いま
した。目指すべきは社会人野球で、仕
事をして給料をいただきながら野球
ができる環境がベストだと考え、縁
あって沖縄電力に入社。今年で17年目
を迎えます。
　午前中はデスクワーク、午後は野球
に打ち込む毎日です。シーズンの流れ

は毎年ほぼ同じで、遠征の予定も事前
に共有されるので、仕事は逆算して進
めます。周囲が野球をしやすい環境を
つくってくれているからこそ、報・連・
相と、野球部全体で感謝を言葉にする
ことを大切にしています。
　17年続けて一番の財産は、人との出
会いです。さまざまな方に刺激をもら
い、県外にも多くの知人ができまし
た。若い頃は両立が大変でしたが、そ
れ以上に得るものが大きかったと実
感しています。足が速いわけでも、抜
きん出た武器があるわけでもない私

が続けられたのは、監督やコーチに今
何を求められているのかを、都度自分
で考えてきたから。それは職場でも同
じで、今すべきことを臨機応変に判断
できるところが、私の強みだと思って
います。
　自分で考えて動いてきたから、今が
ある。だからこそ子どもたちには、ま
ず動いてほしいんです。きっかけは必
ずどこかに転がっていて、私が兄につ
いていって野球に出会ったように、動
けば動くほど見つかります。知らない
ことが、一番もったいないですから。

都市対抗野球に10年連
続出場という節目で打っ
たホームランのボール

都市対抗野球10年連続出場選手とし
て東京ドームで表彰される田場選手

※１／各都市の代表として地域の誇りを胸
に日本一を争う社会人野球で最も大きな大
会。いわば社会人野球の甲子園。

　牛とは、生まれた時から一緒です。
父が闘牛を飼育していて、親戚も牛舎
を持っていました。牛舎に通ううちに
自分の牛が欲しくなり、中学生の頃に
父に伝えると、「牛舎の手入れもやっ
てくれるなら」と許してくれました。
そして翌年、何の相談もなくサプライ
ズでプレゼントされたんです。今は、
高校から帰ると着替えて、そのまま牛
舎へ直行します。牛を外に出して掃除
をし、父が草刈りに行く間は、牛の散
歩や手入れをします。これが毎日の
ルーティンです。

　勉強も手を抜きません。中2で英検
準2級に合格し、中3の通知表はほとん
ど5でした。高校生の今、テスト期間中
は、牛の世話を終えて帰る夜9時から1
時まで、牛舎の監視カメラをスマホで
見ながら勉強し、朝4時に起きます。家
族に勉強しなさいと言われたことは
一度もなく、全部自分で決めてきまし
た。私にとって牛は家族であり、彼氏
のような旦那さんのような、かけがえ
のない存在。とにかくかわいいんで
す。学校が嫌な日も「今日は牛に会え
るから頑張ろう」と思えて、気持ちの

面で本当に助けられました。だから、
辛いことを抱える同世代の皆さんに
は、自分ができる範囲で楽しみを作る
ことをおすすめしたい。ドラマやSNS
を見て何となく「いいな」と憧れたも
のが、いつか目標になるかもしれない
から。将来の夢は看護師です。英語も
好きなので、基地の中の看護師として
働ければ、規則的に休みがとれて牛の
世話と両立できると思ったんです。闘
牛士としては、牛がチャンピオンにな
るまで頑張りたい。この夢は、たぶん
一生続きます。

私の牛のダイヤ。中学の
卒業式も一緒だったよ。

田場 亮平選手
たば 　　 りょうへい

山城  純奈さん
　うるま市の高校に通う山城純奈さんは、
毎日欠かさず牛舎へ通う闘牛士。勉強と牛
の世話を両立しながら、看護師と牛のチャ
ンピオンを目指す日々を聞きました。

　沖縄電力硬式野球部の田場亮
平選手は、都市対抗野球に10年
連続で出場。仕事と野球を両立
して17年、その歩みと子どもた
ちへの思いを聞きました。
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これが好き！

これが好き！
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